
再評価結果（平成２１年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局国道･防災課

担当課長名：深澤 淳志

事業名 事業 事業

一般国道２４７号 中 央バイパス 区分 一般国道 主体 愛知県
ちゆうおう

自：愛知県蒲郡市竹 谷 町
がまごおりしたけのやちよう

起終点 延長 ５．６km至：愛知県蒲郡市三谷町
がまごおりしみやちよう

事業概要

一般国道２４７号は、名古屋市を起点とし、知多半島を経て豊橋市に至る延長約１８０ｋｍの幹線道路
ち た はんとう とよはしし

である。中央バイパスは蒲郡市の市街部を環状に迂回することで、市街部の慢性的な交通渋滞の緩和し、
がまごおりし

観光施設へのアクセス強化を目的とした延長約５．６ｋｍの道路である。

Ｓ６３年度事業化 Ｓ４０年度都市計画決定 Ｓ６３年度用地着手 Ｈ７年度工事着手

（Ｈ１２年度変更）

全体事業費 約２１６億円 事業進捗率 ７５％ 供用済延長 ２．９km

計画交通量 １９，９００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 45 / 250億円 839 / 520億円 平成２０年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益：786/ 510億円２．１ 事 業 費： 41/243

億円 走行経費減少便益： 43/ 1.5億円(残事業) 維持管理費：4.2/6.9

交通事故減少便益： 10/ 8.0億円１８．７

感度分析の結果 全体事業について感度分析を実施

交通量変動：B/C＝2.3（交通量＋10%） B/C＝1.9（交通量－10%）

事業費変動：B/C＝2.1（事業費＋10%） B/C＝2.0（事業費－10%）

事業の効果等

・生活環境の改善・保全（夜間騒音要請限度を超過している市中心部の騒音レベル低下が見込まれる）

・円滑なモビリティの確保（現道における旅行速度の改善が期待される） 他４項目に該当

関係する地方公共団体等の意見

蒲郡市議会、蒲郡市政クラブより、市中心部の騒音等による環境悪化、慢性的な渋滞の対策として、本

事業の早期整備の要望（H20.8.18)を受けている。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

市内中心部に慢性的な渋滞が発生しており、市の環状道路を形成する本路線の必要性が高まっている。

事業の進捗状況、残事業の内容等

過年度までに２．９ｋｍを供用しており、残区間において用地買収及び改良工事を推進する。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

残区間に未買収用地が存在するが、地権者の交渉を行うことで用地取得促進に努め、速やかに改良工事

を実施することで、平成２０年代中頃の全線暫定２車線供用を目指す。

施設の構造や工法の変更等

新工法による大規模なコスト縮減はないが、再生材の利用などを推進している。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

事業の必要性、事業進捗の見込み及び代替案の観点から事業継続が妥当である。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


